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研究論文 
中国朝鮮族の言語相 
－延辺朝鮮族自治州延吉におけるアンケート調査から－ 
 
The language phase of the Koreans in China 
by the questionnaire survey in Yanji city, Yanbian Korean 
Autonomous Prefecture 
 
朴浩烈1 Pak Horyol 
 
Lately, about 7,270,000 Koreans living abroad are studied as Diaspora with 
complex identity. The object of the investigation in this report is Koreans in China. 
There are many studies dealing with them. Especially, this report, focusing on 
bilingualism of Chinese and Korean, will be the first trial that proves and considers 
their verbal ability by the questionnaire survey. This report becomes basics of 
studies for changes by the globalization - language, linguistic awareness, identity- 
in the future, if bilingualism can be measured from a synchronic point of view by 
such a method. 
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１．はじめに 
 近年、グローバル化及び「移動」によるエスニック・マイノリティ研究が盛んである。 
日本においても少子高齢化や労働人口の減少を見据え「移民」の是非を巡る議論が盛んに
行われている。在日外国人の増加と「定着」には、生活上、あるいはビジネスにおいて解
決を有する課題が山積になることが予想される。このような問題解決には大きく二つ、ひ
とつは法・制度的に解決しなければならない問題と、もう一つは社会学的観点（人間相互
関係）からの理解を前提に解決しなければならない問題が存在すると考えられる。この社
会学的観点からの問いには生活文化や教育、ことばとアイデンティティに関する事柄など
がある。 
 資料によると、海外に住むコリアン（朝鮮半島にルーツを持つ者）は2010年現在、約72
7万人（世界約150カ国）であり、把握困難な数を合せると1,000万人以上だという。人口
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上位５カ国はアメリカ、中国、日本、旧ソ連、カナダとなっている2。海外コリアンは複
合的なアイデンティティを持つディアスポラとして研究対象にもなっているが、華僑、ユ
ダヤと共に海外エスニック・マイノリティとして近年注目されている。 
現在、日本と韓国では中国朝鮮族の人たちの増加が顕著である3。日本、韓国ともに彼
らに関する研究が盛んである理由は、このような時流が関係しているであろう。たとえば
権香淑（2011）は中国朝鮮族の日本への「移動」によって形成されつつある在日中国朝鮮
族コミュニティの実態、そして複雑なアイデンティティをフィールドワークによって論述
している。 
 本稿は、今まで実証が乏しかった中国朝鮮族の言語相をアンケート調査によって明らか
にしようとするのが目的である。その結果と分析を踏まえ、増加傾向にある日本における
さまざまなエスニック・マイノリティとの相互理解と多文化共生に生かすヒントが提供出
来ればと考えている。 
中国朝鮮族を扱った研究は膨大な数にのぼるし中国における民族教育を扱った研究も多
数あるが、中国語と朝鮮語の「バイリンガル」をキーワードに彼らの言語能力を優先言語
から実証考察する研究はおそらく本稿が初めての試みであろう4。このような研究方法に
よって言語能力としてのバイリンガリズムを共時的観点から測定できれば、グローバル化
による変化（言語と言語意識及びアイデンティティ）を追いかける今後の研究の基礎資料
にもなりえるであろう。 
 
２．研究方法と調査概要 
 言語能力を測定することは簡単なことではない。もちろん多様な「検定」や「資格」な
どによって測定することも可能だが、日常的な言語能力としての「理解と表現」能力、ま
してや複雑なバイリンガリズムを測定することは容易いことではないし、仮にそのような
能力を調査したからと言って固定不変的な評価を与えられるものでもない。バイリンガリ
ズムは個人において動態的特徴を示すことは明らかである。言語能力とバイリンガリズム
を考察しようとする場合、調査と比較分析は有効な方法論であることは間違いないであろ
う。「調査と比較」は本稿の研究方法においてキーワードである。 
本稿にて提示する言語相（グラフ）は、アンケート調査に基づき本稿のために作成した
                                                     
2 1999年1月現在の調査（韓国外交通商部）によると、海外コリアンはアメリカ2,057,546人、中国2,043,
578人、日本870,387人、旧ソ連486,857人、カナダ111,041人となっている。また朝鮮新報（2008年1月21
日）によると 中国朝鮮族の人たちの国籍はほとんど「中国」であるが、約１万人が「朝鮮（朝鮮民主主
義人民共和国）」国籍者であるという。 
3 韓国の新聞「朝鮮日報」（電子版2011年7月6日）によると、韓国在住の中国朝鮮族は52万7千人（その
内、中国国籍者45万2千人、韓国国籍取得者７万5千人）であるという。また日本の朝日新聞（2010年2月
12日）によると在日朝鮮族は「5万人前後に増えた」伝えているが、最新の資料（朝鮮新報2012年11月7
日）によると「日本に約10万人が暮らす」となっており増加傾向が続いている。 
4 中国朝鮮族を扱った研究としては『社会言語科学』（2005：第8巻第1号（朝鮮族の言語を扱った3本の
論文））、権寧俊(2003)、高橋宗司（1996）、高全恵星「監修」/柏崎千佳子[訳]（2007）、김경근／외
(2005)、朴三石（2002）、小倉紀蔵[編](2012)などがある。朝鮮半島に住んでいた朝鮮人が中国へ「移
動」していった経過と歴史的背景、少数民族としての朝鮮族の形成（近代～現代）に関しては日本、韓
国、中国において先行研究が豊富であるため、本稿では割愛させていただく。 
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ものであるが、中国朝鮮族における言語能力としてのバイリンガリズム、優先言語を調査
した一次資料でもある5。被調査者は延辺の州都である延吉に住む中国朝鮮族（ 一般成人）
である（75人分）。アンケートは出自民族の言語である朝鮮語と、居住する国の言語であ
る中国語において優先言語を選択してもらう内容である6。話す、聞く、読む、書くなど、
さまざまな場面において優先言語を選択してもらった。 
アンケートの質問作成に関しては、次のようなことを念頭においた。 
 
Ａ:単純な質問に明快な回答が得られるようにする。 
Ｂ:質問は可能な限り短くする。 
Ｃ:被調査者たちがアンケートに割く時間と思考労力を軽減することによって、できるだ
け多くの方から協力を得やすいような質問にする。 
 
アンケートに協力してくれた75人の内訳は、男性24人、女性51人であり、男性の平均年
齢は40.6歳（21歳～63歳まで）、女性の平均年齢は38.1歳（18歳～69歳まで）であった。 
 ここでは「話す」能力におけるバイリンガリズム」から４つ、「聞く」 能力における
バイリンガリズム」から２つ、「書く」 能力におけるバイリンガリズム」から２つ、
「読む」 能力におけるバイリンガリズム」から２つ、「語彙所有と文法知識」における
バイリンガリズム」から２つ、「 綜合的言語能力におけるバイリンガリズム」ひとつの
計１３のアンケート質問の結果をグラフにまとめ、さまざまな資料を織り交ぜながら各々
分析を行うこととする。 
  
３．「話す」能力におけるバイリンガリズム 
 近年、中国の朝鮮族が使う朝鮮語を「中国朝鮮語」と呼ぶ傾向も表れている（『社会言
語科学』（2005：31））。在日による朝鮮語を「在日朝鮮語」と呼称するようになったの
と同じ文脈で理解するならば、朝鮮半島南北（大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国7）に
おける朝鮮語とは共通点もあるが違いもあることによる「中国朝鮮語」であろう。オリジ
ナリティを強調することによる独自性（言語文化によるアイデンティティ）の発露である
と考えられる。 
「話す」能力に関しては４つの調査を試みた。「日常会話」と「あいさつ（冠婚葬祭含
む）」、そして「会議・スピーチなどフォーマルな場面で話す」と「自分の考えを正確に、
繊細に伝えることができることば」において朝鮮語と中国語のどちらが自信あるか、とい
う優先言語選択である。 結果は以下のようになった。 
 
                                                     
5 調査（アンケート）は2008年11月～2009年1月に中国の延辺朝鮮族自治州延吉出身のＫさん（一橋大学
大学院）とその家族の方に依頼し実施していただいた。 
6 優先言語とは自分でより能力があると判断する言語。 
7 これより本稿では便宜上、朝鮮民主主義人民共和国を「北朝鮮」と表記する。 
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グラフ１：「日常会話」の％統計 
 
 
グラフ２：「会議・スピーチなどフォーマルな場面で話す」の％統計 
 
 
グラフ３：「あいさつ（冠婚葬祭含む）」の％統計 
 
 
グラフ４：「自分の考えを正確に、繊細に伝えることができることば」の％統計 
 
 
 朝鮮人が中国に住むようになった（移動）のは、1860年代からというのが定説となって
いる。近代帝国主義時代（日清戦争、そして日本による植民地時代）から中国朝鮮族は中
国国内における他の民族とは異なる独自なコミュニティを形成してきたと考えられる。こ
こでいう「独自なコミュニティ」とは家庭や地域社会（自治州）において言語、教育、婚
姻、食文化、服装、建築様式、祭祀をはじめとする生活文化や風習などにおいて朝鮮半島
をルーツとしている、ということである。民族文化としての歌舞団、朝鮮博物館や図書館、
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朝鮮語による新聞をはじめとする印刷出版だけでなく朝鮮語番組放送まであるという（小
倉紀蔵[編]（2012：304～305））。したがって話しことばとしての日常会話も朝鮮語が継
承されてきたといえる。その結果がグラフに現れている。４つの「話す」行為（グラフ1，
2，3，4）において朝鮮語が優勢であったということが明らかになった。 
しかし「日常会話」に比べ「会議・スピーチなどフォーマルな場面で話す」においては
中国語の比率が高くなっている。このことは日常性においては朝鮮語、非日常性において
は中国語を使って話す機会が若干多いのではないかと推測される。 
「会議・スピーチなどフォーマルな場面で話す」は、人の前で「話す」言語行為である。
一般的な会話ではなく、あえて言えば「かしこまった場」での、または多くの聴衆が見守
る中での発話である。回答にはフォーマル（公式的）な「場面」での発話経験の有無、あ
るいはそのような「場面」における「場慣れ」に関係してくる可能性が高いと考えられる。 
あいさつは社会的に共通することばが使われるであろう。つまり発話自体は比較的に短
いと考えられる。「あいさつ（冠婚葬祭含む）」には、人間関係（社会的地位や年齢、親
密度など）が関係してくるであろうし、ある程度、社会的に多用されていることばが使わ
れるという特性があるが、ここでも朝鮮語が優勢であった。 
「自分の考えを正確に、繊細に伝えることができることば」の質問は、 総合的な言語
能力（話す）を調査できる質問の一つであろう。「自分の考え」を「正確」に自由に述べ
るためには、自分の考えや感想、肯定や批判などにおける自分の主張や感情などを過去・
現在・未来を表す時制(tense)、統語、上中下称、語彙選択、表現技法などを自覚の有無
に関わらず駆使しなければならない。これらが話す相手も共有できる共通の言語規範を前
提にしなければ、会話の内容が相手に正確に、詳細に伝わらないであろう。 
この「自分の考えを正確に、繊細に伝えることができることば」は公私の区別なく行な
われる言語行為でもある。このようなことから最も綜合的な「話す」言語行為であろう。
「話す」能力を端的に表していると見てもいいのではないだろうか。 
 2012年9月3日、延辺朝鮮族自治州創設60周年を迎えたが、さまざまな理由により自治州
における朝鮮族の人口が急激に減少している。新たなチャンスを求め、大都市（中国国内）
への朝鮮族人口の大量流入は朝鮮族の漢族化（同化）を促進させているという。朝鮮族学
校ではなく中国語習得による「有名大学」への入学、そして「優良企業」就職へのあこが
れから、朝鮮語を話せない若者の増加は、朝鮮族社会において懸案事項となっているとい
う報告もある。 
それに加えて韓国への人口流入（より良い生活のための出稼ぎ（誘惑としてのコリアン
ドリーム）、朝鮮族女性の嫁入りなど）は、朝鮮族の韓国化を促進しているとの分析もあ
る。自治州においても生き残りのため朝鮮族食堂の韓国式食堂へと変更を余儀なくされ、
朝鮮語も韓国語へ（言語規範）、朝鮮族文化も韓国文化への流れが加速されているといわ
れている。そして日本や米国、豪州などへの若者の留学・就業の増加。そのような「変化」
と「移動」によって今後、中国朝鮮族の言語様態がどのように変化するのかは、興味深い
テーマである。 
権香淑（2011：123～142）は日本在住の中国朝鮮族（被調査者164人、平均年齢32歳）
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の言語習熟度調査を行っている。調査は朝鮮語、中国語、日本語の３言語に対して習熟し
ているかを問うものであるが、朝鮮語95.1%、中国語90.3%、日本語81.1%が習熟している
と回答しているが、ここでも中国語より朝鮮語の習熟度が若干ではあるが高いとなってい
る。本稿での調査結果が乖離していないといえるであろう。 
 
４．「聞く」 能力におけるバイリンガリズム 
リスニングはバイリンガルにとって、文字を読む、話す、あるいは書くことと違い、意
識性よりも無意識、つまり自然と耳に入ってくるという特性があるため、居住するところ
の言語環境が多大な影響を及ぼすものである。 
 「聞く」能力に関しては２つ、「日常会話のリスニング」と「映画・テレビドラマのリ
スニング」において朝鮮語と中国語のどちらが自信あるか、簡単かという質問を投げかけ
てみた。 
 
グラフ５：「日常会話のリスニング」の％統計 
 
 
グラフ６：「映画・テレビドラマのリスニング」の％統計 
 
 
 在日中国朝鮮族における家庭内コミュニケーションに関する調査 （権香淑（2011：13
6））をみると、「朝鮮語」47%、「中国語・朝鮮語」13.4%、「中国語・朝鮮語・日本語」
12.8%、「中国語」4.9%、「中国語・日本語」3.6%、「日本語」2.5%となっているが、本
稿の調査と比較すると、共通点は「朝鮮語」の使用率が高いことである。会話によってコ
ミュニケーションがはかられるということは、日常会話のリスニングも朝鮮語の比率が高
いということにもなろう。もちろん言語環境が中国国内（自治州）なのか、日本なのかの
違いは念頭に置かなければならない。 
日本帝国主義による朝鮮植民地時代（1910年～1945年）、中国東北部（今日の朝鮮族自
治州）は抗日闘争の舞台となっていたという事情、朝鮮戦争（1950年～1953年）時には
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「抗米援朝」のスローガンのもと、多くの朝鮮族が戦線に志願していったこと、そして北
朝鮮に親族が多く居住し往来が盛んであったことなどにより、朝鮮族の人たちは北朝鮮と
の関係が深かったが、1992年の中韓の国交樹立により大きな変化が起こるようになった。
一言でいうならば韓国との「距離」が急激に縮まったということである。韓国人の中国進
出と朝鮮族の韓国進出が、ことばにも少なからず影響を及ぼしたと考えられる。 
 朝鮮族の朝鮮語は州都延吉に隣接する朝鮮半島北部の方言と南部（慶尚道）の方言が色
濃く残ったことばがひとつの特徴であったが、韓国との「接触」によりソウルマル（韓国
標準語）が入りこむようになった。人的交流だけでなく「韓流」にくくられるドラマや映
画、音楽や娯楽番組の視聴も言語生活に影響を及ぼしているであろう。どのような影響に
よって、どのような言語変化が起こっているのかということは今後の研究を待たなければ
ならないが、韓流映画やドラマ、人的接触、携帯電話メールなどが、語彙や若者ことばな
どに少なからず影響を及ぼしているのはたしかであろう。 
「グラフ５．６」共に朝鮮語が優勢言語になってはいるものの「映画・テレビドラマの
リスニング」において中国語が33.3%であるということは、韓流ドラマや映画の大量流入
にもかかわらず、日常的にテレビなどは中国語放送視聴の多さが関係していると推測され
るが、先ほど述べたように自治州では朝鮮語による番組放送があることを忘れてはならな
い。 
ヨーロッパにおける東西冷戦の終焉とグローバル化の進展は中国朝鮮族に多大な影響を
及ぼしているが、朝鮮半島（南北）では現在も、悲劇的な民族の分断と冷戦（厳しい対立、
交流と物流の規制・遮断）、朝鮮戦争による休戦状態が約60年続いている現状を押さえて
おきたい。 
 
５．「書く」 能力におけるバイリンガリズム 
 ここでは「作文・日記・手紙を書く」、「簡単なメモをとる」場合の統計を分析する。 
書く行為は、話す行為と共に「表現」の範疇に属する。「書く」能力は、文字理解が前
提となるため話す行為より難しいと言えなくもない。文字を綴ることは、意識・無意識を
問わず一定の文法知識が求められる。読み手に正確な「情報（内容）」の提示を保障する
ためには、文を目的に合わせ構成をしなければならないのが作文と手紙である。レベルは
ともかく、順序・論理性が求められる。 
手紙は「内容・情報」の提示、前文と末文、自称・他称の使い分け、尊敬・謙譲などが
要求される。 作文・日記・手紙を書く能力を分析する場合、どの言語でよりたくさん書
いてきたか、慣れているかということ（経験と蓄積）を念頭におかなければならないであ
ろう。質もさることながら量的な「比重」が結果を左右するものと思われる。 
「簡単なメモをとる」の質問は、家庭生活、学校生活、社会生活など普段の生活の中で、
ちょっとしたメモをとるときは朝鮮語であるか、中国語であるか、ということになる。簡
単であり便利であるからこそ、ことば（朝鮮語か中国語）を選択するであろう。メモは第
3者（他人）に見せる場合もありえるが、メモをとる個人が記録するため、そして忘れな
いために書き残すものであるためプライベート的な性格が色濃い言語行為であろう。「こ
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れは」と思ったことや、とっさに書いてメモするので、 便利であり自由自在に書きしる
すことができることばを選択する可能性が非常に高い。バイリンガルの場合、コード・ス
イッチ8によるメモもありえるが、回答を分析するにあたっては、どちらのことばでの表
記が多いのか（ことばの使用頻度）、としての回答であると判断しなければならないであ
ろう。 
 「書く」行為は学校教育が大きく影響を及ぼすものと考えられる。中国朝鮮族は今日ま
で朝鮮語による民族教育を実施してきた（朝鮮人が設立した最初の近代式学校は1906年）。
その後、数多くの民族学校が設立・運営されてきたが、21世紀に入り激減している。たと
えば1950年に朝鮮族小学校は1,763校あったが1997年には984校に減少している。本稿の研
究対象地域である延辺自治州だけを見れば、2001年は朝鮮族小学校83（生徒数46,725人）
校、中学校41校（ 生徒数38,224人 ）、高等学校8校（ 生徒数12,939人 ）となっている
（ 김경근／외(2005：156～159))。これらの数字と資料は、中国朝鮮族における民族教育
が歳月とともに危機的状況に陥っていることを表していると分析出来よう。 
朝鮮族学校では朝鮮語と民族文化教育を基本としながらも中国語とのバイリンガル教育
を実施している。 
 朝鮮族は延辺の人口の7割を占めていたが、現在3割台に減少している。人口の減少は
「自治州解消」への危機感を募らせているという（朝鮮新報2012年9月19日）。漢族学校
への入学による同化、より良い生活（物質生活の向上）のため都市部や海外、韓国への
「移動」には歯止めがかからず、「朝鮮族の知識人の多くは、昨今、朝鮮族社会の将来に
大きな不安を抱いている。若い世代の民族的アイデンティティ喪失や共同体内部での道徳
的混乱を憂慮し、さらに、究極的には朝鮮族社会そのものが消滅してしまうのではないか
と心配している」（ クォン・テファン（2007））という指摘は益々重みを増しているとい
えよう。ここでいう「道徳的混乱」は「ハンギョレ新聞」電子版に掲載された特集「朝鮮族大
移住100年1部、2部（2011年11月3日～22日）」に詳細にルポルタージュされている（紙幅の関
係上、内容の概説は省略させていただく）。 
 朝鮮族出身で中国中央民族大学の黄有福教授は、延辺自治州の青年たちにとって結婚は
星をつかむくらい難しくなっていると指摘、中国国内における少数民族の中で離婚率が最
も高く家族崩壊がおきている実態、少なからずの学童の保護者が朝鮮語を軽視しているこ
と、朝鮮族の漢族化や韓国化は、中国朝鮮族自らが多様性や豊かさを消失させていること
などを指摘しながら、喫緊の課題として朝鮮族における民族教育、そして朝鮮族共同体の
アイデンティティの再構築を訴えている。洪教授は「「朝鮮族社会の解体」は、時代の変
化に伴う「陣痛」で、私は「100%朝鮮族」と胸を張れる若い世代を育てることで、朝鮮族
社会は「新たな発展」を遂げられると信じている」と述べている（黄有福2010）。 
 このような諸資料を俯瞰する時、民族学校と生徒数の減少は、中国朝鮮族における朝鮮
語と民族文化維持に多大な影響を与えていることは間違いない。 
                                                     
8 ２言語（コード）を併用する話者が、２つのコードをさまざまな要因に応じて切り替えることをいう
（真田信治/庄司博史[編]2005：357）。 
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グラフ７：「作文・日記・手紙を書く」の％統計 
 
グラフ８：「簡単なメモをとる」の％統計 
 
 
 残念ながら今回のアンケートでは、被調査者たちが民族教育をどのくらい（何年）受け
たのかはわからないが、今までの考察を踏まえ、「グラフ７」の結果を見る限り民族教育
を受けた人が大多数を占めるのではないかと推測される。両調査（グラフ７，８）とも朝
鮮語が優先言語としてのパーセンテージが高かったが、中国語のパーセンテージも低くは
ない。民族学校の減少（朝鮮語の衰退）が「書く」言語行為にどのような影響を及ぼすの
かは継続的な追跡調査が必要であろう。 
 
６．「読む」 能力におけるバイリンガリズム 
 「読む」能力では「新聞を読む」と「現代小説を読む」を調査した。ここでは在日コリ
アンの調査結果（朴浩烈（2011））と比較しながら分析してみる9。結果は「グラフ９～
１２」のようになった。 
在日コリアンと比較すると、明らかに中国朝鮮族のほうが、朝鮮語が優勢であることが
うかがえる。言語環境、言語接触頻度、特に「朝鮮語コミュニティ」の大きさと「機能」
が影響しているのであろう。中国朝鮮族（被調査者）は「朝鮮人」の集住地域に居住して
いるが、在日コリアンは散住していることが違いを生み出していると考察できよう。 
 中国朝鮮族の場合、２つの質問に関する回答（グラフ１１，１２）は、優先言語におい
て朝鮮語と中国語が拮抗しているという結果が現れた。先ほど触れたように自治州では朝
鮮語新聞があり、朝鮮語による書籍などの出版も行われているようである。したがって読
む行為においてはバイリンガルであるといえよう。 
「読む」ことは「書く」ことと同様、文字理解が無ければ言語能力行為自体が成立しな
い。被調査者は朝鮮語と中国語の文字理解があるとなる。もちろんどちらかの文字が分か
                                                     
9 紙幅の関係上、すべてのアンケート統計を比較することができない事を了承願いたい。 
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らないという場合もありえるが、ここまでの結果（話す、聞く、書く）を踏まえれば中国
語・朝鮮語のバイリンガルであると考えるのが妥当であろう。 
 
グラフ９：中国朝鮮族における「新聞を読む」の％統計 
 
 
グラフ１０．在日コリアンにおける「新聞を読む｣の％統計 
 
 
グラフ１１：中国朝鮮族における「現代小説を読む」の％統計 
 
 
グラフ１２：在日コリアンにおける「現代小説を読む」の%統計 
 
 
「読む」も学校教育（民族教育：朝鮮語教育）の有無と密接にかかわっていると考えら
れる。民族教育（韓国学校、朝鮮学校）を行っている在日コリアンにとっては、日本語と
いう社会的に圧倒的優勢言語環境がバイリンガル能力に多大な影響を及ぼしているという
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ことを、中国朝鮮族との比較において実証できたのではないだろうか。逆にみれば被調査
地域における中国朝鮮族の場合、社会的優勢言語が拮抗（朝鮮語と中国語）している、も
しくは朝鮮語が優勢言語として機能しているとも考えられよう。 
 
７．語彙所有と文法知識におけるバイリンガリズム 
 ここでは「知っている単語10が多いのは」、「文法知識は」の２つの質問を見てみよう。
アンケートの質問は、知っている単語が多いのは、朝鮮語か中国語か、文法知識は朝鮮語
文法と中国語文法のどちらの知識がよりあるか、ということである。結果は朝鮮語回答が
中国語回答を圧倒していることが読みとれる。 
単語も名詞、動詞、形容詞などに分類できるし、ことわざ、４字熟語などもあるが、こ
れらをすべてひっくるめての答えと捉えるべきであろう。 
 
グラフ１３：「知っている単語が多いのは」の％統計 
 
 
グラフ１４；「文法知識は」の％統計 
 
 
 単語を数多く知ることは、円滑な言語生活を送る上で欠かせない要素である。しかし対
人会話、つまりコミュニケーションだけを考えるならば、単語をたくさん知っているから
といってスムーズなコミュニケーションが行われるとは断言できない。コミュニケーショ
ン相手の言語能力、非言語情報、強弱・長短などの発音発声、状況判断におけることばの
選択等々、さまざまな要因が作用する。しかし、本を読んだり文章を書いたりするときに
                                                     
10 「単語」という用語は言語学ではあまり適切とはいえないが、一般大衆に馴染んでいる用語であり、
学校文法でも扱われている用語であるのでアンケートにおいてはこの用語を使用した。そして本稿にお
いても使用することが言語能力考察に適切であるとの筆者の判断から「単語」という用語を用いること
とする。 
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は、多くの単語を知っているということ自体、間違いなく有利に働く。単語を知っていな
がらも状況に応じて的確に使用（駆使）できる能力、知っている単語を十分に、たくさん
使いこなすことができる能力は大切ではある。いずれにせよ、総合的な言語能力、バイリ
ンガル能力を検証する上で、単語（語彙所有量など）を相対的に調査することは欠かせな
い要素である。 
学校教育における文法学習は無視できないが、文法知識をどう捉えるかも厄介な問題で
ある。ある程度の文法規範に則ってことばを駆使しなければ円滑に話す、読む、聞く、書
くことはできない。しかし日常的にそのような規範を意識しながら言語生活を送る人はそ
れほど多くないと考えられる。 
いずれにせよ、上記のような分析を踏まえながら考えると、中国朝鮮族（被調査者）に
おいては理解（読む・聞く）と表現（話す・書く）において優先言語として朝鮮語を多く
選択しているという事実の基底には、2つの結果（単語数、文法知識）があるということ
を押さえておきたい。 
 
８．綜合的言語能力におけるバイリンガリズム 
 ここまで「話す」４、「聞く」２、「書く」２、「読む」２、「文法知識」１、「単語」
１つの計１２の質問をグラフと共に考察してきたが、バイリンガルにおける優先言語調査
の最後として、あなたの綜合的言語能力は朝鮮語が高いのか、中国語が高いのか、という
質問の結果をみてみることとする。 
 
グラフ１５．「綜合的言語能力は」の％統計 
 
 結果（グラフ１５）は、朝鮮語が断然優勢言語であることを明示した。 
 バイリンガルには、ひとつの言語がきちんと発達していない「初期バイリンガリズム
（incipient bilingualism）」、第２言語を理解したり読んだりはできるが、話したり書
いたりはできない「受容バイリンガリズム（receptive bilingualism）」など、能力と第
２言語獲得時期によりさまざまなバイリンガリズムとして測定可能であるが、今まで考察
した１３のアンケート調査の結果によって、延辺に居住する被調査者（中国朝鮮族）は、
いろいろな場面において両方の言語を同じくらい流暢に使いこなすことが出来る「均衡バ
イリンガル（ balanced bilingual ）」に近いといえよう11。 
                                                     
11 バイリンガルの特徴については、コリン・ベーカー（2002：11～28）を参照されたい。 
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しかし社会言語学者のフィッシュマンは、すべての場面において全く同じ能力を発揮す
る人間はほとんどいないという。いくら 均衡バイリンガルだとしても、どちらかに能力
が傾くのではないかということは、在日コリアンにおける日本語と朝鮮語のバイリンガリ
ズムを研究してきた筆者の研究結果からも導き出せる。そのような結果（2言語の内、ど
ちらかに能力（優先言語）が傾く）として被調査者たちのパーセンテージ（％）が朝鮮語
よりも低かったものの、中国語を優先言語として選択したと考えてもよいのではないだろ
うか。 
 筆者が今まで接してきた 日本に留学している中国朝鮮族の学生（大学院生）たちは、
中国語と朝鮮語の高度なバイリンガル能力者たちであった。もちろん個人差はあるにせよ
中国朝鮮族の人たちの中には、限りなく 均衡バイリンガルに近い人が少なからず存在す
ることは確かであろう12。 
 
９．おわりに 
 バイリンガリズムとは２つの言語が使用（個人）されることを指すが、社会的に２つの
言語が使用されることをダイグロシア（diglossia）と呼ぶ。社会言語学者ファーガソン
はダイグロシアの機能として、共同体には高位変種と低位変種が住み分けられている状態
を指摘しているが、中国朝鮮族の場合、2つの言語（中国語と朝鮮語）を高位変種と低位
変種として社会的に明確に使い分けているのではなく、必要に応じて使い分けていると考
えられる。したがって厳密な意味でのダイグロシアではない13。  
貧困や飢餓からの脱出、亡国の民の悲哀と抗日・抗米を含む近代以降における定着の歴
史（朝鮮族社会の成立過程）、民族的な色彩が強い生活文化の環境のもとに暮らしてきた
中国朝鮮族の場合、 朝鮮族としてのアイデンティティが強いとの説が有力である14。 
中国には５６の民族が存在するといわれている中、朝鮮族は人口でみると１３番目に多
い少数民族となる（中華人民共和国国家統計局[編]『中国統計年鑑2007』より）。中国国
籍を所有しているが、朝鮮民族としてのプライド（自尊心、自己尊厳、アイデンティティ）
は強いといわれている。 
 これまでにも述べたように中国朝鮮族は今、さまざまな環境変化によってディアスポラ
状態が加速しているといえるが、自治州、中国都市部、韓国、日本、米国など、さまざま
な場所に分散している中国朝鮮族がことばや文化、アイデンティティをどのように保持、
あるいは変化させていくのかは興味深いテーマである15。仮に独自の言語社会・言語文化
                                                     
12日本の大学院に留学してくる多くの中国朝鮮族の学生たちは、個人差はあるにせよ日本語能力も兼ね備
えているのでマルチリンガル（multilingual）である。 
13 ダイグロシアの機能については、 Suzann Romaine(1989)、Ｐ．トラッドギル（1975）、ルイ＝ジャ
ン・カルヴェ（2002）を参照されたい。 
14 朝鮮族の形成に関しては安成浩（2006）、文化に関しては劉京宰（2006）、閔庚燦（2006）などを参
照されたい。 
15 朝鮮半島出身者でアメリカに移住した人たちの2世の多くは、出自民族のことば（韓国・朝鮮語）を
喪失しており、歴史的経緯から旧ソ連領域に居住している朝鮮系住民の中で、高齢者以外は朝鮮語を話
せない人たちが圧倒的に多いといわれている。中国朝鮮族も例外ではなく、朝鮮語を知らない若者が増
加しているという報告も散見する。 
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を育んできた、いわゆる「中国朝鮮語」話者が少なくなるとすれば、少数言語の危機（減
少や消滅）問題にもなりえる。そうなればグローバル化における人類普遍の課題にもなり
えるのではないだろうか。 
本稿が中国朝鮮族における共時的言語状況を映し出すひとつの「資料・記録」になれれ
ば本望である。 
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